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平成 13年度申請書で列挙した具体的な研究テーマは以下の 3つであった。

a) 普遍的密度プロファイルと stable conditionの検証 孤立した非線型自己重力系は
時間がたてばビリアル平衡に落ち着くと考えられるが、実際の宇宙ではハローは
連続的に合体を経験しながらさらに大きな構造へと進化する。この意味において
も、やや逆説的ではあるが普遍的密度プロファイルおよび stable conditionがいっ
たん成り立ったとしてもそれが時間的に安定であるかどうかは自明ではない。こ
れを検証するためには、従来のハロースケールのみを切り出した条件での計算で
はなく、今回の規模の分解能と計算体積をあわせ持つ統計サンプルが必要である。

b) 非線形パワースペクトルの近似公式 非線型進化したダークマターの密度ゆらぎスペ
クトルは宇宙論的理論予言において頻繁に必要となる最も基本的な概念である。
これを受けて５年ほど前からこれに関する近似式がいくつか提案され、広く用い
られている。一方、普遍的密度プロファイルと線形理論を組み合わせた別の方法
で近似公式を再現する試みも始まっている。これらの整合性を精密に検討するこ
とは、冒頭で述べた初期条件の情報が非線形領域にどのような形でとどまってい
るかを調べる上で重要である。さらに、今回のシミュレーション結果を用いて、
最も信頼性の高い実用的な近似公式を構築することを目指す。

c) 確率密度分布関数とジーナス統計 パワースペクトルの関数形といわば直交した重要
な概念がその確率分布関数である。標準モデルではランダムガウシアン分布を仮
定するが、それが非線型進化によってどのように変形するかはよく知られていな
い。我々は、対数正規分布という現象的モデルを出発点として、確率分布関数自
体の非線型進化を探る。また、その結果は、宇宙の大構造のジーナス統計という
方法によって観測的にも検証可能であり、今回のシミュレーション結果は理論と
観測の比較において重要な役割を果たす。

実際、平成 13年度はかなりこの計画に準拠して研究がすすんだ。我々が計算機セン
ターを利用した成果をもとに今年度出版/投稿した論文のリスト (次頁)と対応させると、

a): 論文 2, 9, 10
b): 論文 7, 8, 5
c): 論文 1, 4, 11
その他 (平成 12年度の申請課題の成果): 論文 3、6

となっている。詳しくはこれらの論文あるいはユーザーズミーティングでの発表原稿:
http://www-utap.phys.s.u-tokyo.ac.jp/˜suto/mypresentation 2001j.html

を参照されたい。
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